平成23年度（第54期）　第2回常任幹事会議　議事録
開催日時：2011年11月26日（土）　14：00～17：00

開催会場：福岡印刷会館

　住所：福岡市博多区築港本町6番1号　TEL：092-271-2700

出席者：16名
常任幹事：作道、井上、貞末、大迫、齊藤、島田、水落、加藤、臼井、藤澤、杉山、松浦
オブザーバー：満谷（大阪）、尾上（大阪）、大鶴（熊本）、笠木（大分）
開会　14:00

会長挨拶　　　　　井上会長
全国印刷緑友会綱領唱和　　　　松浦君
１．われわれは　青年印刷人として　国際的知性と教養を高めよう！！
１．われわれは　青年印刷人として　総力を結集し　同志的結合をはかろう！！
１．われわれは　青年印刷人として　印刷文化発展に努力しよう！！
資料確認　
議長選出　貞末総務
議事
１．平成23年度 大阪大会決算報告の件（満谷実行委員長）
・決算書が配布された。収入合計6,490,000　支出合計6,490,000

・余剰金が52,894円あるがその扱いはどうしたらよいか？
 （決算書では活動準備金となっている）→各会で処理してOK。
　緑友会に戻す必要はない。
２．Print Next 2012進捗状況（臼井常任・井上会長・作道直前会長）
・設営委員会がつくられた→人の配置や細かなタイムスケジュールの策定中
・登録が開始された
・緑友会メンバーの登録依頼があった（登録用紙や手順書が配布された）
・緑友会は150名の登録を期待されているので各会での呼びかけ依頼があった
・当日のスケジュールが変更された
　10:30から12:00までパートナーズ企業によるパネルディスカッションが追加された
 （予定企業：コダック、FFGS、ゼロックス、リュービ、リコー）
・5つの分科会の内容（東京エリア1、中部エリア2、近畿エリア2）
　分科会1　技能五輪代表オペレーターはいかにして生まれたか
　分科会2　「美濃和紙」で地域活性→印刷で何が出来るか？
　分科会3　顧客ニーズに柔軟に対応する印刷通販。
　　　　　　これからの脅威？それともパートナー？
　分科会4　インナーブランディング構築セミナー
　分科会5　「印刷メディアは私のキャンバスだ！」
　　　　　　～地域メディアが日本を元気にする～
・各分科会の席は120〜140席ほどある。途中の移動も可
・分科会の詳細は常任のメーリングリストでも流す
・2次会みなとみらい屋形船ナイトクルージングの案内があった
 （神奈川正和会が中心となってコーディネート）
・登録人数を各ブロックに割り当ててそれを目標に動員していただく
　北海道・東北15、東京・神奈川35、関東・甲信越20、中部20、近畿30

　中四国10、九州・沖縄20

・緑友会のグループ長・常任幹事会議は翌日2月5日（日）のAM8時〜
　場所は神奈川正和会にもご協力をいただき設定する（50人位入れる所）
・HPから依頼されている、ローマ字表記の各会の名簿提出にご協力ください
 （貞末総務）
３．平成24年度 札幌総会進捗状況（加藤Ｇ長）
・2012年5月19日（土）京王プラザホテル札幌にて開催。
・議案書が1枚配布された。
・登録料を15,000円に変更（前回までは20,000）
・登録目標人数200名
・講演会などの予定はない
・同伴者の登録を増やさないと200名を達成できないのでは？という意見や
　同伴者が楽しめるものなど、エクスカーションの設定があると嬉しいとの意見あり

　→会に持ち帰り検討する
・記念撮影を行う


４．平成24年度 沖縄大会進捗状況（大迫会計）
・2012年10月27日（土）12:30～ かりゆしアーバンリゾート・ナハにて開催。
・議案書が1枚配布された。
・登録目標人数250名
・登録料22,000円→20,000円以内におさまるよう会場と交渉中
・講師セミナーを予定
・我喜屋優氏（興南高校野球部監督）、安里繁信氏（日本青年会議所第58代会頭）、
　金城浩二氏（世界初サンゴの人工養殖と産卵に成功し、
　映画「てぃだかんかん」のモデルに）などが講師候補としてあがっている
・「印刷」や「人間学」といった部分で持ち帰ってもらえる内容にしたい
・同伴の方へのご案内も検討する
・こんな大会にして欲しい、こんなテーマでやって欲しいなど意見があれば聞きたい
・グループ長・常任幹事会議の時間を12:30〜ではなく13:00～に出来るのであれば、
　少しでも遅い方が当日入りしやすいのではという意見あり→若潮会で検討
・記念撮影を行う
５．平成24年度 熊本セミナー進捗状況（大鶴Ｇ長）
・議案書が1枚配布された。
・日時決定はまだ。講師のスケジュールとの兼ね合いもあるので

　2013年2月2日または9日で調整する方向
・講師候補として、第29代航空幕僚長の田母神俊雄氏と交渉中

・登録目標人数200名
・登録費は15,000円以下にしたい（各所からの支援次第で1万円以下にできれば）
・セミナー会場選定は駅前や市内中心部などで検討中
・懇親会場は市内中心部に近いホテル3箇所で検討中

・セミナー会場と懇親会会場間の移動で熊本市内を通過していただき、

　熊本の雰囲気を少しでも楽しんでいただきたい。
・印刷工業組合のほか、国際観光コンベンション協会、

　中小企業団体中央会青年部協議会の支援もいただけるよう要請中
・交通手段としては福岡軽油できていただくのが便が多く安価で良いのでは
・アトラクションなどは現段階では考えていないが要望があれば検討する
・記念撮影を行う
６．リサイクルブックエイドの取り組み状況について（井上会長・作道直前会長）
・東日本大震災で義援活動や支援活動が主となり、本来の活動が

　そのままになっている。
(今年度も引き続きシャンティ国際ボランティア会に協力して行う。
・グループ長・常任幹事会議でのアナウンスやメーリングリストでの依頼などを改めて
行う（貞末総務）
7．義援金について（大迫会計・井上会長）
・148万円を仙台・52万円を茨城、合計200万円をお渡ししたあと

義援金としての口座残高は1,700,320円ある。（内訳は以下）
井上前会計からの引き継ぎ分1,639,638円
大迫会計になってからの再募集で60,682円（２グループ）
・このお金の使い方について常任幹事会議メンバーの意見を聞きたい
　※目的は緑友会の仲間を助けるということだったので対外的に使うのはまずい
　※当初の義捐金目的外に使うのであればアナウンスや総会承認を得る必要がある
　　※継続して支援するために何が出来るか
　　※風評被害をなくすために、文字や情報を扱う我々が何か出来ないか
　　※緑友のイベントごとに被災地のレポートを発表または、展示ブースを

　　　出してはどうか。事前の取材費用等に義捐金を予算化できないか
　　※定款を決め、基金化したらいいのではないか
　　※緑友の各イベントで地元産品の販売や通販カタログなどを配布する
　　※ポスターの受注→被災グループへの発注事業。風評被害をなくすためのポスター
　　※仙台で緑友のイベント、常任幹事会を開催。

　　　→補助金を通常より多く予算組する等
　　※緑友のイベントに被災グループの方が来やすいように補助する。話を直接聞ける
　　※現地の要望や正しい情報を吸い上げられる仕組みが欲しい
　　※現金で全て渡すべき→いらないと言われたら基金化
　　※被災地に絵本を贈る

　　　札幌の絵本「あみだくじの本」、

　　　東京の絵本「おえかきかきかき」（フライデー掲載）等の

　　　印刷業に特化した支援の実例あり
・今後の対応として、まずは被災2グループと話を聞き、要望を聞く
→井上会長が連絡をとる
・我々ができるカタチにしたい
・次回のグループ長・常任幹事会議で義援金の使い方、被災2グループの年会費免除の
件を上程し議決する
その他
・会議資料の事前作成・提出について
今回の常任会議より、会議資料を事前（会議1週間前）にメーリングリストで

配布することにした。→好評で満場一致で賛同得られたため今後も続ける。
次回より議案書の他に予算書も同時に提出して欲しい。
・大会、総会、セミナーの各登録目標人数は多い分には意識が高くていいが、

　実に添っているのか？（都市部の大阪大会でも350人の内150人近くは関係者で登録）
→予算ありきでイベントを組み立てるのか、

　実数ありきで予算を組むのかでやり方が変わる。
→リゾート地やホテル等の場所選定、開催場所の利便性等によって登録費も変わる。
・次回Ｇ長・常任幹事会議の日時
第3回Ｇ長・常任幹事会議は2012年2月5日（土）8：00〜10：00

第3回常任幹事会議は2012年4月21日（土）　場所は後日決定する。
議題審議事項の確認（齊藤書記）

総括（作道直前会長）
閉会　17：00

